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１．ピックアップ 
 

■ 「第６３回ＮＨＫ紅白歌合戦」 

１２月３１日（月）総合、ラジオ第１ 後７：１５～１１：４５ 

反響 ２，５３６ 件（１２月３１日放送開始時～１月６日の集計） 

（好評意見 ４２８件、厳しい意見 １，０９４件、その他の意見 １４３件、問い合わせ ８７１件） 

 

 番組に寄せられた反響の総数は、前回、前々回に比べて減っていますが、６０代を中心に幅広い年

代から反響が寄せられました。 

男女別では、寄せられた件数はほぼ同じですが、女性からの好評意見は男性の２倍にのぼっていま

す。内容別では「出演者」、「企画・演出」、「放送予定」、「司会者」の順に反響が寄せられました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

■美輪明宏さん「ヨイトマケの唄」に大きな反響 

出演者の反響では、美輪明宏さん、ＡＫＢ４８、嵐、矢沢永吉さん、ＭＩＳＩＡさんへの意見や問い

合わせが上位を占めました。 

なかでも、美輪明宏さんの「ヨイトマケの唄」には２６６件の反響が寄せられ、このうち好評意見は

最も多い１３５件にのぼりました。約７割が女性からで、美輪さんの歌唱力や表現力、圧倒的な存在感

を称賛する声が多く届きました。 
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・ かなり高齢だと思うが、歌い方や技術、感情の込め方は秀逸だと思う。流行の歌が流れるのも紅白

だが、美輪さんのように聴かせる、見せるのも紅白だと思う。本当に感動した。ＮＨＫのおかげで

初めて聴くことができた。ありがとう。                     （30 代女性） 

・ 感動した。昨今の派手な衣装や大掛かりな舞台装置になりがちな傾向の中で、「聴かせる」美輪さん

の歌の力に圧倒された。これぞプロと思える存在感と覚悟のすごさを感じた。    （50 代男性） 

 

○出演者について 

・ 嵐の皆さんの「ふるさと」は歌詞も新しくなり、より前向きな歌になっていて思わず涙がこぼれた。

そして「New Year’s Eve Medley 2012」は、想像以上に華やかですばらしく、嵐にピッタリ。見てい

るだけで楽しく幸せを感じた。                        （40 代女性） 

・ 今回の紅白はレベルが高かった。後半とても見ごたえがあった。特に矢沢永吉さんは知らない曲だ

ったが、パフォーマンスが良かった。ゴールデンボンバーはどうなるかと思ったが、審査員までマ

スクをつけるとは思わなかった。観客も楽しめたと思うし、会場全体を和ませたところが、さらっ

とうまくてプロ意識があったと思う。                      （50 代男性） 

・ ももいろクローバーZ の粋ですてきな演出をありがとう！ 感動の涙を流した。彼女たちの思いを受

け止めたＮＨＫに、本当に感謝の気持ちでいっぱいだ。              （30 代男性） 

・ 紅白、最高だ。感動した。よわいを重ねると若い人の躍動感が何とも良い。ももクロ、ＡＫＢ４８、

ＳＫＥ４８、きゃりーぱみゅぱみゅ、嵐等々、元気をもらった。          （60 代男性） 

 

○企画・演出について 

・ ＭＩＳＩＡさんや矢沢永吉さんの歌などで元気をもらった。ＭＩＳＩＡさんのアフリカからの中継

は、歌はもちろん、映像もきれいで感動した。何かを訴えてくるような迫力だった。 （50 代男性） 

・ ディズニーソングをテーマにした「ドリームステージ」は、嵐の大野智さんの番組（「すべては夢を

届けるために～ウォルト・ディズニー その創造の軌跡～」）を見ていたので、いっそう良く感じた。

ダンスも切れがよく、軽やかで別世界のようだった。              （40 代女性） 

・ ことしもディズニーランドの広告みたいになっている。もちろん子どもたちも見ている時間なので

喜んでいると思うが、ＮＨＫとしてはふさわしくないのではないか。少し不快な気分になった。       

（50 代男性）※同様意見 25 件 

・ 「花は咲く」は本当に良い曲だ。この曲を紅白歌合戦という場で流すことで、ＮＨＫはまだ被災地

を忘れていないというメッセージが伝わってきた。私は手話サークルで最近「花は咲く」を披露し

紅白でも見たいと思っていたので感動した。                   （60 代女性） 

 

 

○美輪明宏さん 年代別・男女別の反響 
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■ 衆議院議員・東京都知事 選挙関連番組への反響 

 

 １２月１６日（日）、衆議院議員選挙と東京都知事選挙の投開票が行われました。ＮＨＫでは、公示前

から、選挙後に新しい政権の枠組みが決まるまで、開票速報のほか「ＮＨＫスペシャル」など多くの関

連番組を放送しました。 

 

■「衆院選２０１２ 開票速報」 

１２月１６日（日） 総合  午後 ７：５５ ～ 翌日 午前 ４：３０ ほかＲ１、ＦＭ 

反響 ８０６ 件 

（好評意見 ３７件、厳しい意見 ４０８件、その他の意見 １２２件、問い合わせ ２３９件） 

 

１６日夜７時５５分から翌朝にかけて放送した「衆院選

２０１２ 開票速報」には、８０６件の反響が寄せられま

した。男女別では、男性が女性の３倍近くになっています。 

 

 

 

 

 

 

項目別では「当確・出口調査」に２００件、「キャスター・解説」に１２５件、「演出・表示」に６６

件などとなっています。 

 

○当確・出口調査について 

・ 早くから当確が出ていて、その通りに票が伸びていった。ＮＨＫがどうやって情報分析をしている

かの説明もあったし、わかりやすかった。やはり、ＮＨＫを信用している。    （30 代男性） 

・ 出口調査で当選確実と言えるのか。開票も進んでいないのに、こんな結果をすぐ発表されたら、私

たちは今後投票に行く気がしなくなる。                          （70 代以上女性） 
 
 

○キャスター・解説について 

・ キャスターの武田真一アナウンサーも横尾泰輔アナウンサーもわかりやすいと思う。ＮＨＫは、こ

ういう時は公平に報道してくれてありがたい。                                （50 代男性） 

・ アナウンサーや記者の政党代表などへの質問内容が悪くがっかりしている。政局ばかりではなく、

庶民の立場から国民の生活に根ざしたことを聞いてほしい。                 （60 代女性） 
 
 

○演出・表示について 

・ 比例の議席の獲得状況がグラフで表示されて、どの党がどのくらいに達しているのかわかりやすか

った。また比例を伝える時はこのように放送してほしい。                  （70 代以上男性） 

・ 各党の獲得票や議席数ばかり放送しているが、知りたいのは自分の選挙区の開票情報。各選挙区の

状況をきちんと報道してもらいたい。                      （50代男性） 
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■ＮＨＫスペシャル「どうするニッポン 新政権に問う」 

１２月２２日（土） 総合  午後 ７：３０ ～ １０：００ 

反響 ６４３ 件 

（好評意見 ３１件、厳しい意見 ３９０件、その他の意見 １３５件、問い合わせ ８７件） 

 

衆院選で新しい政権が生まれることになったことを受けて、

２２日（土）夜、スタジオに自民党の石破幹事長と公明党の山

口代表を招き、視聴者から募集したメールや Twitter を紹介し

ながら進める番組を放送しました。 
 
 

・ 非常に興味深く視聴した。多数の視聴者の声を画面の下にテロップでたくさん出してくれたし、取

り上げる声も権力者におもねることなく自民党の政権公約の問題点を洗い出していて、私の思って

いた論点がほぼ取り上げられていた。                     （40 代男性） 

・ 視聴者の意見が画面の下に出ていたが、放送を見ていると意見が読めず、視聴者意見を読んでいる

と放送内容がわからない。両方ともというわけにはいかない。放送は放送でやって、放送の最後に

流したらよいと思う。                          （70 代以上男性） 

・ 意見の異なる論客が出演されていたので、分析力のある濃い意見を聞くことができた。最近は、自

分で考えることが必要な問題が多い。決断する上で必要な情報を得ることができたと思う。このよ

うな有益な番組をたくさん見たい。                    （70 代以上女性） 

・ 長時間放送した割には、せわしない印象を受けた。４人のゲストにそれぞれ話させるので時間を  

くっている。それにツイッターなどの質問も加わったので、さらに散漫になった。ひとつひとつの

テーマについてしっかり掘り下げてほしかった。                 （60代男性） 

 

 

■政見・経歴放送への反響 

 反響 １，２８３ 件 

（好評意見 ２５件、厳しい意見 ４４９件、その他の意見 １８０件、問い合わせ ６２９件） 

 

今回の衆議院議員選挙では、１０を超す多くの政党から立候補者があったため、政見・経歴放送の時

間も拡大しました。総合テレビでは、総時間数が４８時間４７分となり、前回の衆院選時の３２時間 

３８分、前々回の衆院選の３２時間１８分を大幅に上回りました。これに加え、東京では都知事選の政

見・経歴放送が２時間５分放送されました。 

この政見・経歴放送を編成した１２月４日から１４日までの１１日間で、合わせて１，２８３件の反

響が寄せられました。政見・経歴放送に伴う定時番組の休止など編成に関する意見・問い合わせの他、

放送エリアや放送時間などについても多くの反響が寄せられています。 

 

・ 出社前の午前６～７時にＮＨＫを見るが、毎日、神奈川県の政見放送を放送している。私は茨城県

在住だが、毎日放送するにしても各県ごとにローテーションできないのか。     （50 代男性） 

・ 県域放送で群馬の天気予報が流れた後に、都知事選の政見放送が流れた。群馬には関係ないことな

ので、無駄な放送に思える。                         （60 代男性） 
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■津波警報時の避難の呼びかけを改善  

１２月７日（金） 総合 後５：２０～ ７：３０（全波で臨時ニュース） 

反響 １，５７５件 （※１２月７日～１２月１４日の集計） 

（放送時間の変更等・・・994 件、呼びかけへの意見等・・・203 件など ※重複カウントあり） 

 

平成２４年１２月７日午後５時１８分ごろ、三陸沖を震源とする地震が発生し東北や関東で震度５弱

を観測しました。宮城県沿岸に津波警報、青森県から茨城県の太平洋沿岸に津波注意報が発令され、      

ＮＨＫは全放送波で津波と地震の情報を放送しました。 

ＮＨＫは、東日本大震災でもっと強い調子で避難を呼びかけていれば多くの命を救えたのではないか

という思いから、避難の呼びかけや画面表示を改善し、今回初めて放送しました。 

 

■放送の画面、呼びかけなどを改善 
 

今回の放送では、これまでにない強い調子で 

「東日本大震災を思い出してください。命を守る 

ために急いで逃げてください」などと呼びかけま 

した。津波の到達予想などの情報画面もワンセグ 

での視聴を意識して、できるだけ大きく表示。 

「津波！避難！」という呼びかけを目立つ形で画 

面に常時出し続けました。 

 

■「説得力があった」「当時を思い出す」などの反響 
 

切迫感を持った表現について、視聴者からは肯定的な意見が寄せられました。その一方で、「当時を

思い出すのでつらい」という声が寄せられました。 

 

 夕方の地震時の「震災を思い出して早く避難してください」という呼びかけは、わかりやすく良か

った。 緊急時はやはりＮＨＫだと思った。                   （30 代男性） 

 地震の放送を見ている。津波警報の対応がすばらしい。ずっと避難を促している。余計なことは言

わず、危険を告知する、こういった放送が人命を救助することにつながると思う。さすがＮＨＫだ。 

                                      （60 代男性） 

 東日本大震災を経験しているため、（自分の）足が震え混乱する中で聞いたアナウンサーの確かな声

と指示に落ち着きを取り戻せた。「東日本大震災を思い出してください」は効いた。とても冷静にな

れた。                                    （40 代女性） 

 「東日本大震災を思い出してください」と何度も繰り返していたが、仙台で被災した友人が「思い

出してしまい傷ついた」と言っていた。人命第一で避難を呼びかけるために言っていたということ

は、十分理解しているが、本当に必要な言葉か再考をお願いしたい。        （40 代女性） 

 大震災時のような大津波警報はなく、津波警報も一部の沿岸に限られていたことなどを考慮すれば、

もうちょっと抑制的な避難の呼びかけであってしかるべきだったと思う。     （年代性別不明） 

 

気象庁は３月から大津波警報・津波警報の内容を改善することにしており、ＮＨＫはこれに合わせ専

門家の意見や地元の受け止め方を聞くなどして表現や画面の改善をさらに進めていくことにしています。 
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■大河ドラマ「平清盛」 

平成２４年１月８日（日）～ １２月２３日（日） 毎週日曜日   

総合 後８：００～８：４３、ＢＳプレミアム 後６：００～６：４３  

 反響 １８，７０７ 件 （※１月１日～１２月２５日の集計） 

 （好評意見 3,524 件、厳しい意見 6,495 件、その他の意見 772 件、問い合わせ 7,916 件） 

 

平成２４年１月から１年間にわたって放送された「平清盛」には、１８，７０７件の反響が寄せられ

ました。全５０回の平均世帯視聴率は１２．０％（ビデオリサーチ関東）でしたが、反響数は過去２年

の大河ドラマよりも多く、その内容は問い合わせ以外の反響（好評意見、厳しい意見、その他の意見）

が多くなっています。画面や視聴率のことがネットなどでたびたび話題になり、それを見た視聴者から

内容について賛否両方の意見が寄せられたことが大きな特徴です。 

男女別・年代別で見ると、女性の好評意見が多く、特に若年層では好評意見が厳しい意見を上回って

います。一方、６０代男性からは厳しい意見が多く寄せられました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 世間では視聴率が悪い、画面が暗いなど酷評だったが、自分にとってはとてもすばらしいドラマ

だった。主役の松山ケンイチさんなど男優陣の演技も大変良かった。          （60 代女性） 

・ 映像、美術、衣装、どれも平安時代の考証をふまえての独自の世界観が出ていた。平安末期の史

実についての少ない文献や伝承をうまく使いながら、登場人物の因果関係や人としての息遣いを

感じさせてくれた藤本有紀さんの脚本に、心から称賛を送りたい。            （30 代女性） 

・ すばらしい大河ドラマだった。平安後期の混とんとした時代背景がよくわかった。最終回、生き

霊として現れた清盛が西行と話す内容はとても胸に響いた。ＮＨＫにしかできないこのようなド

ラマを今後も期待している。                         （60 代女性） 

・ 番組が始まったときに「画面が見にくいから変えたほうがいい」と言ったが、最後まで改善され

なかった。クリアな画面を見たかった。公共放送なのにこれでいいのか。     （50 代男性） 

・ 最終回の視聴率がひと桁だったことを謙虚に反省すべきだ。視聴率という数字を視聴者の声とし

てきちんと受け止めてほしい。                                     （70 代以上男性） 

0 1000 2000 3000 4000 5000

70代以上男性

60代男性

50代男性

40代男性

30代男性

20代以下男性

70代以上女性

60代女性

50代女性

40代女性

30代女性

20代以下女性

件

男女別・年代別 反響
平成24年1月1日（日）～12月25日（火）

問い合わせ 好評意見
厳しい意見 その他

※性別・年代不明分1,391件をのぞく

女性

42%
男性

52%

不明

6%

9,492
8,047 7,916

2,423

1,028
3,524

4,316

3,070

6,495
1,759

530

772

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

龍馬伝

(17,990件）

江

(12,675件)

平清盛

(18,707件）

件

過去２年の大河ドラマとの反響件数比較

（放送前１週間～最終回＋２日）

問い合わせ 好評意見 厳しい意見 その他の意見

意見

47%

37%
58%
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■盛り上がった Twitter による実況解説「生清盛」 

 

番組制作者や出演者が、番組の放送にあわせてTwitterで実況解説を行う「生清盛」は、１１回実施。

番組関係者と視聴者の直接のやりとりが行われ、毎回大きな盛り上がりを見せました。特に１２月２３

日の最終回放送時には、主役・平清盛役の松山ケンイチさん、平重盛役の窪田正孝さんも参加し、東京・

渋谷の放送センターで「パブリックビューイング」を行いながら「生清盛」を実施。「生清盛」後のトー

クショーの模様をTwitterで実況中継し、会場は大いに湧きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「八重の桜」スタート 

 

平成２５年の大河ドラマは、会津藩の視点から幕末を描く「八重の桜」 

です。１月６日（日）の初回放送は、平均世帯視聴率が２１．６％（ビ

デオリサーチ関東）となりました。 

１月６日（日）から１月１５日（火）までの１０日間に、ふれあいセ

ンターや各放送局のハートプラザなどに寄せられた反響は１，１３４件

で、今後の展開に期待する声などが多く寄せられています。 

 
 

・ 初回の放送を見たが大変すばらしかった。時代劇好き福島県人と 

して大変うれしく思っている。今後の作品づくりも頑張ってほし 

い。                      （20 代男性） 

・ 大変におもしろい大河になりそうだ。とても映像が美しく、見ててワクワクしてくる感じが多分

にある。八重さんの幼少時代の子役の子の演技がすばらしく、ドラマに引き込まれた。（40 代男性） 

・ とても良い。出演者も会津弁を頑張って覚えている。ついつい会津のほうにも足を伸ばしてみた

くなった。スタッフの皆さんは体に気をつけて。応援している。       （70 代以上女性） 
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２．指摘・意見・要望への対応 
 
■誤記・誤読などの指摘への対応 

 

視聴者からの指摘をもとに確認した結果、放送での誤読やテロップのミスなどが、１２月は５４件  

（１１月は５７件）ありました。指摘については、ふれあいセンターや視聴者部から直接番組担当者

に連絡し、訂正するよう努めました。また再発防止のため、放送関係の各部局で構成する放送倫理連

絡会で周知し、放送現場へ注意を喚起しました。 
 
 

【１２月】 

（誤記などの例） 

番組名 間違い種別 間違い内容 

おはよう日本 
（総合テレビ） 

テロップ 
危険な目に 
×合わせない       ○遭わせない 

ニュース 
（データ放送） 

内容 ×不振な電話       ○不審な 

ニュースウオッチ９ 
（総合テレビ） 

テロップ 
領空侵犯のニュース 
緊急×発信      ○発進 

ローカルニュース 
（総合テレビ） 

テロップ ×路地植え      ○露地 

ＢＳ歴史館 
（ＢＳプレミアム） 

テロップ ×晴天のへきれき   ○青天 

きょうの料理 ビギナー
ズ（Ｅテレ） 

テロップ 
栗きんとんのレシピ 
×鳴戸金時      ○鳴門 

 

  

（誤読などの例） 

番組名 間違い種別 間違い内容 

ローカルニュース 
（総合テレビ） 

読み 
ほうきの柄 
×ガラ           ○エ 

ニュース 
（ラジオ第１） 

読み 
ＰＫＯのニュース 
流れ弾×ダン      ○ダマ 

 

 

（事実関係などの例） 

番組名 間違い種別 間違い内容 

きょうの健康 
（Ｅテレ） 

内容 スタジオの模型で、心電計の取り付け方が違う 

ニュース 
（ラジオ第１） 

内容 
スリランカの首都 
×コロンボ             ○スリ・ジャヤワルダナプラ・コッテ 

紅白歌合戦 
（総合テレビ） 

静止画 
出場者（ＦＵＮＫＹ ＭＯＮＫＥＹ ＢＡＢＹＳ）の紹介で、 
写真が別の出場者 
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３．視聴者の声（意見・要望、問い合わせ） 総数と内訳    
 
平成２４年１２月にＮＨＫに寄せられた視聴者の声の総数は 301,433 件で、前月より 2,000 件ほど減

少しています。 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7月 8月 9月 10月 11月 12月

意見・要望 73,216 69,869 65,298 56,789 52,623 53,681 

問い合わせ 241,133 226,921 227,996 270,966 219,538 219,983 

その他・不明 28,450 28,437 31,734 31,417 31,251 27,769 

0 

100,000 

200,000 

300,000 

400,000 

500,000 
件 「視聴者の声」 内容別 件数

合計 342,799 325,227 325,028 359,172 303,412 301,433

7月 8月 9月 10月 11月 12月

放送番組 140,438 135,914 135,665 133,670 113,327 111,732 

受信料 160,305 149,000 147,604 181,914 148,049 151,882 

技術・受信相談 13,416 11,746 9,878 11,987 10,160 9,544 

経営 190 130 147 184 625 506 

上記以外 28,450 28,437 31,734 31,417 31,251 27,769 

0 

100,000 

200,000 

300,000 

400,000 

500,000 
件 「視聴者の声」 分野別 件数

合計 342,799 325,227 325,028 359,172 303,412 301,433
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４．放送番組への反響 
 

■１２月 反響の多かった番組 上位１０番組（放送別） 
 

 １２月に放送番組に関して寄せられた意見・要望・問い合わせなどの反響総数は、111,732 件、内訳

は、意見・要望 40,846 件、問い合わせ 70,886 件でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■１２月 再放送希望 上位１０番組（放送別） 
 

 １２月に視聴者から寄せられた、再放送を希望する問い合わせと要望は 9,267 件でした。これらの

番組についても適宜再放送を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

290 

209 

206 

158 

136 

123 

105 

101 

98 

97 

１位

２位

３位

４位

５位

６位

７位

８位

９位

１０位

件ザ少年倶楽部 ゲスト：Ｋｉｓ‐Ｍｙ‐Ｆｔ２（BSﾌﾟﾚﾐｱﾑ）

ためしてガッテン「関節が痛む人必見！知らぬ間にリウマチ治療が大進化」

ＮＨＫスペシャル「日本国債」

プロフェッショナル仕事の流儀 特別編「イチロースペシャル２０１２」

巨大戦艦 大和「乗組員たちが見つめた生と死」

ＮＨＫスペシャル中国文明の謎第３集「始皇帝 “中華”帝国への野望」

大河ドラマ「平清盛」＜終＞第５０回「遊びをせんとや生まれけむ」

ドラマ１０ シングルマザーズ＜終＞第８回「嵐の予感！」

ＳＯＮＧＳ「イル・ディーヴォ」

ためしてガッテン「４０代からすでに危険！転倒死をホントに防ぐ」 青字：再放送実施番組

806 

643 

628 

627 

581 

536 

498 

386 

350 

件第６３回ＮＨＫ紅白歌合戦（12/31）

衆院選２０１２ 開票速報（12/16 GTV・R1・FM）

ＮＨＫスペシャル「どうするニッポン 新政権に問う」(12/22)

ザ少年倶楽部 ゲスト：Ｋｉｓ‐Ｍｙ‐Ｆｔ２(12/5 BSﾌﾟﾚﾐｱﾑ)

大河ドラマ「平清盛」＜終＞第５０回「遊びをせんとや生まれけむ」（12/23）

「関節が痛む人必見！知らぬ間にリウマチ治療が大進化」(12/12)

ＮＨＫスペシャル「日本国債」(12/23)

ＮＨＫ歌謡コンサート「冬・心とろける愛の歌」(12/16)

巨大戦艦 大和「乗組員たちが見つめた生と死」(12/8)

あさイチ「スゴ技Ｑ レシピ無限大！ＮＥＷみそワールド」(12/4)

ためしてガッテン

7,848
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５．受信料関係の意見・要望への対応 
 

受信料に関して１２月は、151,882 件(前月は 148,049 件)の意見や問い合わせが寄せられ、ふれあい

センター（営業）では 113,568 件を受け付けました。 

 このうち、ふれあいセンター（営業）で受け付けた苦情や要望を含む視聴者意見は 3,898 件で、 

一次窓口で対応を完了したのは、1,926 件（49％）でした。残る 1,972 件（51％）については、担当

地域の営業部・センターが二次対応しました。 

 

■苦情・要望などへの対応の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■業務改善に向けた取り組み 

 

 訪問スタッフ（地域スタッフ、委託法人の担当者等）に関する苦情・要望の件数は、１０月は 

２，０００件近くに上ったものの、１１月、１２月と減っています。 

スタッフへの苦情をさらに減らす取り組みとして、１２月には、すべての訪問スタッフに対し 

自らの業務の進め方を再点検させる指導を実施しました。 

 この指導を通して、苦情等の具体事例を共有するとともに改めて業務点検を行い、懇切丁寧な 

お客さま対応の徹底を図っています。 

 

  

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
  

月 月 月

事由 件数

 地域スタッフ等の応対、説明不十分等 1,650

 訪問日、訪問時間に対する不満 26

 受信料制度への不満・不公平感 154

 料金体系・料額への不満 57

 事務処理関係  手続き方法(割引・返金等）の遅れ等による苦情 140

 番組サービス  「番組内容が悪い」等の不満 47

 その他  経営関連、アナログ終了関連、匿名での意見等 1,824

 合計 3,898

 スタッフ関係

 受信料制度

1,973
1,824

1,676

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

10月 11月 12月
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4,321

3,163

1,455
1,095

621

489

253

126

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

９月 １０月 １１月 １２月

件

反響件数

問い合わせ 意見・その他

■「受信料値下げ」に対する反響 

 

反響 １，２２１ 件（※１２月１日～１２月３１日の集計） 

 ＜受付場所 ふれあいセンター（営業）685 件、ふれあいセンター（放送）85 件、 

各放送局・営業センターなど 451 件＞ 

 

ＮＨＫでは１０月１日から、昭和４３年にラジオの受信料を廃止して以来、初めて受信料を値下げし

ました。値下げに対する反響は、９月は４，９４２件ありましたが、１０月以降は次第に減少し、 

１２月は１，２２１件になりました。内容別では、受信料額や精算方法の問い合わせが大半を占めてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この値下げに合わせて、値下げの周知や具体的な値下げ額を伝えるミニ番組やお知らせを、ロンドン

オリンピック終了後の８月１３日から１２月まで、下記のように集中して放送しました。また、各放送

局で制作する地域放送番組でも、営業職員が出演し、支払い方法や支払いコースによる値下げ額の違い

などを説明しました。 

 

 

 

 

 

 

これからも個別の問い合わせなどについては、丁寧にお答えしていきます。 
 
 
 
 

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

９８回 ３３９回 ２３９回 ８３回 ４５回 ８０４回
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６．技術・受信相談への対応 
 

技術・受信相談に関して、１２月は 9,544 件の意見や問い合わせが寄せられ、ふれあいセンタ

ー（受信相談）および各放送局の受信相談窓口では 7,669 件を受け付けました。 

 これらの意見や問い合わせの内訳は、受信不良の申し出が 5,451 件、地上デジタル放送の受信

方法やテレビのリモコンの操作方法などの技術相談は 2,218 件です。 

このほか、受信相談窓口には、番組内容や受信料などに関する問い合わせが 2,103 件寄せられ

ました。 

 受信不良の申し出については、一次窓口で対応を完了したのが 2,667 件(49%)で、残る 2,784

件（51％）は訪問による二次対応を行い改善の指導や助言を行い、技術相談については、ふれあ

いセンターや各放送局の受信相談窓口で対応しました。 

 
 

■受信相談窓口で対応した内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

80%

6%
5%

5%4% 個別受信設備不良

共同受信設備不良

建造物による受信障害

雑音障害

混信・難視聴など

事由 件数

受信不良 5,451

一次対応 2,667

個別受信設備不良 2,402

共同受信設備不良 192

建造物による受信障害 14

雑音障害 41

混信・難視聴など 18

二次対応 2,784

技術相談　（地デジ受信方法などへの問い合わせ） 2,218

合計 7,669
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第２７条 
協会は、その業務に関して申出のあった苦情その他の意見については、

適切かつ迅速にこれを処理しなければならない。

第３９条 第３項 
会長は、３箇月に１回以上、自己の職務の執行の状況並びに第２７条 
の苦情その他の意見及びその処理の結果の概要を経営委員会に報告し 
なければならない。 

放送法 


